
時
名

校
０

５

２計

日０

名

１

７

司

鐸
　門好元

年
名

習
∴
ぱ

案第6学 年

特
そ
化
て
　
年
例
比
す
　
う
と
定
Ｏ
　
ゲ

や

ｏ変
し
　
学
比
で
直
　
も
こ
は

，
　

，

資
る
の
ば
　
中

，ま
め
　
て
う
Ｏ
と
　
て

性
あ
量
伸
　
低
も
今
と
　
つ
い

，る
　
し

の
が
２
を

　

。さ

。ま
　
伴
と
と
な
　
と

，そ調
初転
　なし、雑
配隷
　粧
和野
・‐こ　
棚

い
の

，の
　
は
積
元
観
　
そ
す
１

・
　
の

扱
え
め
数
　
で
面
単
う

　

，例
が

・　
係

い

り
考
始
閣
　
け

，本
い
　
と
比
□
３
　
関
る

細
抑
れ
う，　玲
れ
る。此
　猛
酢引
レ
。銘
輸

例
関
と
い
　
い
い
い
例
　
に
は
か
　
く
例
切

ま
学
量
フ
　
め
が
係
き
　
倍
に
あ
ヨ
性
と
さ

の
の
２
ラ
　
初
係
間
て
　
２

・
に
る
の
こ
解

理
斯施拶
　
煎躙卿扱っ　伸
一離
小ぱ誠
饗

数
本
変
徴
　
単
比
の
に
　
の
借
例

つ
ゴ
に
と

開

ｏ
て
特
　
の
は
そ
々
　
＞
３
比
な
る
フ
こ

”加櫛のこで，本般しヽくよぅ帥”時時中姉一方の量切的ウ対却

２

て

1 単 元名
比例 「変わり方を調べようJ (東京書籍 新 しい算数6下  P2～ 12)

(2)教 材の関連と発展

1 5 年  _ つ

表から読み取つたり,比 例のグラフの

る2つ の量〔
の関係から,
て見いだす〔て見いだす。
フに表して,調 べることができる。
ラフの特徴を理解する。

的

ｏ

目
る
の

で
す
ら

か
と
る

な
う
な

の
よ
に

活
べ
係

生
調
関

常
を
の

日
係
例

・関
比

き
の

，

づ
量
ら

気
の
か

に
つ
係

さ

２
聞

よ
る
の

能
　
ち
わ
日
一
デ
ケ

孫
」
け
カ
ルの‐
に
舛
声

岬峨紳珂狗

‐関
す

腎
ｑ
引
劇は確巾紳贈

初
神
電
伴 ‐
る
明

比
光
欄
・
・１
…わ‘四
徹
嗽

早し，撒卿―じて，軸融卿

て
政
拠
剛
部

帥喝帥帆伴って獅帥帥

理

湖

，

比

に

口

伴

を

口

比
‐

・

比 ‐

い
た

つ

つつ
ｌ

駅
度

ト

に
取
農
　
＞

係
み
態
　
方
　
　
　
　
て

韓
硼締
欲．　
務
　
醐
鯛
　
たっ

の
例
徴
意
　
な
　
処
理
　
あ

元
比
特

・
　
的
　
・
・
　

に

単
　
　
心
　
学
　
現
識
　
導

♪
Ｏ
　
関
　
数
　
表
知
　
指

３
　
　
ｒ
口　
ｒ
Ｌ
　
宮Ｌ
ｒ
い

_角客
わ差居畳暑督景暑雪昌昆』轡富言暑魯:iこ唇器讐畳縁法銃忌暑畢界害督彗告暑噸a富景雪暑

決の際に根拠を明確にして説明することができない暑岳皆密暑暑号母魯言首告暑曇景昌]昌景暑雪富
(1)児 童について

こ号喜寧含態怪赤寛雪列をF言繁せ
作業の遅い児童や1

児童について

写喜寧含態怪赤寛雪列をF言繁
雲扇蓮領員≧霜警察遥雇兵お艦

⑤ 平行四辺形と三角形の面積

・高さが二定の平行四辺形の

底辺と面積の関係の考景

・比の意味と表卜方
・比の相等阿採とその利用

・比例,反比例 (式,グ ラフ)
・関係を表す文字式

③ 円 周と円の面積

OFttX3.14の 式の意味と

関係の考察

・変化する2つの歓量の対応

する批億円の問係の考察
・比例のを味とその特桜
,比例のグラフ
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選

阜

問

審
レディネステス ト内容 中 既は既習問題を示す。:

キ夫険夫暮Faq顕弁未寸ム:  r能 答〕
正 答 軍

畝

１

２

３

４

　

１2

(2)

3

(1)

(2)

既
既
既
既
　
既

既

既

既

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

　

一

む
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
る
あ

よ
　
　
　
　
・り
　
　
一

進
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
走
の
し
　
一ｌ
ｌ
一　
と
な

。。　　　印　　　　咋　　　　ります。，４時間。下の表串圧
車加

ｍｍ却”　市ｋｍです　　　い庁　　　ｍで走るおれ何ｋｍ”一抑蜘帥中

２
９
６
ｌ
　
ｋ
何
　
　
　
さ
す
　
　
　
ｋ
動
ぞ
と
　
画
２

間
り

時
の

ｏ

取”̈
“　的靭】・答ぇく　韓何ｃｍで】・答ぇく一的。この自中中」酌睡　・走る時的ます力ヽ。

9 0

５

５

５

０

９

９

９

０

５

５

８

８

５

０

７

７

５

５

５

９

９

９

4 未

比例する

の
長

り
の

わ
り

ま
わ

と
ま

長 さの
で

辺
の

9 5

や
の
　
正

ｏ

や
道
　
問
る

に
と
　
１
れ

題
間
　
１
ら

問
時

　

，見

の
Ｆ

　
人
が

局
と
　
３
差

問
題
　
が
カ

と
問

ｏ解
学

題
の
る
正
の

問
Ｊ
あ
間
人

の
比
で
２
個

き
Ｆ

好
１
り

速
は
良

，お

，容
は
人
て

が
内
率
０
つ

る
る
答
は
な

あ
わ
正
＞
人

で
関
も
解
２

好
に
ら
正
が

良
特
ち
聞
解

ね
に
ど
全
正

械
容

，く
問

に
内
が
解
８

的
習
る
正

，

体
学
あ
問
人

全
の
で
３
１

は
元
題
１
が

率
単
間
は
解

答
本
の
で
正

正

ｏ
ｌ
率
問

と
つ
化
答
ｏ

る
立
変
正
１

み
目
の
の

・

を
が
主
別
人

果
解
２
人
５

結
正
の
個
が

不
り
　
解

本単元に関わるL/ディネステストの結果は次の通りである。

期
おヽをれ鄭倍，抑
　
―．別
轟
」悌賄
　統跡

初初据
せ，施
，学　
し々つ旅北
窃整
　在
，点

て
す
表
さ
□
せ
　
１
を
と
い
し
こ
　
通
に

お抑離お舶い　如抑張球勢中≡般神

憾
，伴う―こ既掛倍．沖雅
詢
職
棚
肌
鞭
　
数雛
宰

り
際
そ
が
ｄ
３
せ
す
場
な
か
化
学
　
学
同
が

巾
。その嚇帥卿２倍，は賊磁‐こ表‐こ帥鞍榊　呼雅確

身
る
た
れ
て
も
を
ら
て
ら
時
２
量
　
フ
る
と

，せ
せ
入
せ
Ｏ
力
か
た
さ
に
た
２
　
ラ
見
み

て
ず
さ
さ
を
ら
と
表
表

・
ｏ解
れ
る
　
グ
を
読

だ
ま
目
講
水
わ
る
発
を
に
い
理
さ
す
　
を
表
も

手
は
着
認
に
関
な
る
貿
も
た

，示
例
　
係

，値

な
で
に
と
う
と
に
あ
性
と
せ
せ
提
比

ｏ問
え
数

的
元
た
り
そ
実

・
も
の
と
き
さ

，ら
く
の
ま
の

体
単
か
き
水
事

。
で
例
，
え
に
て
か
い
例
ふ
間

具
本
し
つ

。な
倍
題
比
３
ら
う
し
り
て
比
を
の

＞
　
の
は
は
的
３
課
　
／
と
よ
そ
わ
し
　
ど
と

２
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4 指 導 ・評価計画

小

単

元

時

評 価 規 準

(場面 ・方法)
具体の評価規準 C努 力を要すると

判断された児童
への支援A十 分満足できる B概 ね満足できる

(プロ回一グ)

２

▲・

３

【関】2量 の変わ り方に興

味をもち,そ の関係を

調べようとしている

(行動観察,つ ぷやき,

発言)

2量 の変わり方に

興味をもち,そ の

関係を様々な見方

で調べようとtrて

いる。

2量の変わり方に

興味をもち,そ の

関係を調べようと

している。

一方の量が変わる

ともう一方の量が

どう変わるか気づ

かせる。

比

例

【表】伴つて変わる2量の

関係を,表 を用いて調
べることができる。

(行動観察・発言.ノート)

伴つて変わる2量

を表に表し,表 の

いろいろな場所で

調べることができ

る。

伴つて変わる2量

を表に表し,表 を

用いて調べること

ができる。

比例の意味と関係

を表す表を対応き

せ. 2量 がどう菱

化しているか考え

させ,調べさせる。

【知】比例の意味を理解し

ている

(行動観察,発 言,ノ ー ト)

比例の意味および

関係を表す表の見

方がわか り,2量

の比例関係をとら

えている。

比例の表の機の見

方がわか り,比 例

の意味を理解して

いる。

一方の量が2倍 ,

3信 ・・になると

もうF方 の最も2

倍, 3倍 ・・にな

ることを確認させ

る。

4

【考】比例する2量 の関係

について,多 様な見方

で調べている。

(行動観察。発言・ノィ ト)

比例する2主 の関

係について,た て

の見方 (商一定)

と横の見方 (1/

2 .  1 / 3口  , )

の両方に気づいて

いる。

比例する2主 の関

係について,た て

の見方 (商一定)

と横の見方 (1/

2, 1/3・ ・)

のいずれかに気づ

いている。

比例する2主 の関

係について,表 を

縦に見ることや,

1 / 2 ,  1 / 3 ・

,に 見 ることに気

づかせ る。

【知】比例の性質を理解
‐
し

ている。

(行動観察,発 言,ノ ー ト)

O■ 回がいつも同

じ数になることや

0が 日の定数倍に

なつていることロ
ー方の数が 1/

2, 1/3の とき

はもう一方の数が

可/ 2 ,  1 / 3 1 こ

なること,検 の2

つの数量の割合が

対応する他方の2

つの数量の割合と
―致することがわ

かる。

Oキ ロがいうも同

じ数になることや

Oが 回の定数倍に

なつていること,
一方の数が 1/

2 ,  1 / 3の とき

はもう―方の数が

1 / 2 ,  1 / 3 に

なることがわか

る。

表への矢印の書き

込みの活動などを

通し, 2量の関係

に気づかせる。
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比

例

５

・
本

時

【考】比例の関係に着目し

て,手 際よく問題を解

決できる。

(行動観察・発言,ノー ト)

・比例関係を利用し

て,手 際よく問題

を解決でき,考 え

方を説明できる。

比例関係を利用し

て,手 際よく問題

を解決できる。

・表の続きを書き足

したり,比 例の性

質を想起させたり

しながら問題を解

決させる。

6

【表】比例の関係を判定し

たり,そ の性質を用い

たりして,問 題を解決

することができる。

(行動観察口発言コノー ト)

問題場面を義に表

したり,比 例の性

質を多様に用いた

りして,比 例して

いるか判定するこ

とができる。

伴つて変わる2量

を表に哉 し,比 例

の性質を用いて比

例 しているか判定

することができ

る。

比例かどうか判断

するために,問 題

場面を表に表し,

比例関係の性質を

振 り返らせ・考え

させる。

【関】身の回 りの中から比

例の関係になっている

ものを探そうとしてい

る。

(行動観察,つ ぷやき

発言・ノー ト)

ほかの場面につい

ても日常生活の中

の伴つて変わる2

量の中から比例関

係にあるものを探

そうとし,見 つけ

た事象は常に比例

関係にあるか確か

めようとしてい

る。

日常生活の中の伴

つて変わる2つ の

数量の事例が・比

例関係にあるか調
べようとしてい

る。

日常生活の中の伴

って変わる2つ の

数量の事例が比例

関係にあるか調べ

るために,表 を活

用するように助言

する。

フ

・・

８

【表】比例の関係をグラフ

に表して考察すること

ができる。

(行動観察,発 言,ノ ー ト)

B伴 つて変わる2量

をグラフに表 し,

表にある点の値だ

けでなく調べたい

点と点の間の数値

を読む ことができ

る。

伴つて変わる2量

をグラフに表すこ

とができ,グ ラフ

を読むことができ

る。

縦朝,横 軸が何の

量を表すかを明確

にし,グ ラフに表

すとともに,表 に

ある点の値を確認

させる。

【知】比例のグラフは原点

を通る直線になること

を理解している。

(行動観察,発 言,ノー ト)

・比例のグラフは原

点を出発点にした

右上の直線で・グ

ラフを大きくすれ

ばどこまでも続 く

など,数 量の議係

をとらえる豊かな

感覚を身につけて

いる。

比例のグラフは直

線で原点を通るな

ど,比 例のグラフ

について理解して

いる。

・グラフを見なが

ら,直 線になつて

いることや,原 点

を通ることに気づ

かせる。

ま

と

め

【表】比例の関係を半1定

することができる。

(発言,ノ ー ト)
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5 本 時の指導

(1)本 時の評価規準

【考】比例の関係に着目して,手 際よく問題を解決できる。

(2)具 体的な手だて

本時の学習では,比 例の定義 (倍関係)と 性質 (商一定)を 用いて問題を解決して

いくことになる。これまでの学習で,問 題で提示されている水を入れる時間と水の深

さの関係は比例ということが分かつている。従つて,比 例で成り立つ倍関係と簡一定

を使つて未知の量を求めることになる。

自力解決にあたっては,倍 関係 (例iOが 4か ら40へ と10倍 になるから,回 は

lX10=10)や 商一定 (O■ 回=4だ から,日 X4=40,回 =10)の 方法を
用いるが,表 の続きを書き足す方法 (0が 7で 回は28,0が 8で回は32,Oが 9

で回は36.0が 10で 回は40)で 自力解決する児童がいても認める。学び合いの

中で速さと有効性を確認し,類 題では倍関係と商一定の両方で問題解決ができるよう
にさせる。

本時でよリー層,比 例の定義と性質の定着を図り,適 用の基本問題は全員正解する
ことと・Aの 児童には問題解決の際に用いた比例の性質を明記させることを目指した
い 。

3

段階

時 間

学  習

O 学 習 活 動

内 容
・児童の反応等

・指導上の留意点

【 】 評価 (A, C)

つ

か

む
　
　
　
５

分

学冒問題の把握
0

水そうに40cmま で水を入れると

すると,何 分間かか りますか。

2 学 習課題の設定

O前 時までの学習との違いをうかみ・学習課

題を設定し,確 認する。

比例の性質を使 つて,表 にない数を

求めよう

学習

水を入れる時間口て分) 1 2 3 4 5 6

水の深さ  0(cm) 4 8 12 16 20 24

・既習事項は掲示しておく。
・学習プリントを用意する。

さ

ぐ

る

3 自 力解決

O比 例の性質を用いて自力解決する。
・表の続きを書いての自力解決。
・倍関係を用いての自力解決。
・商一定を用いての自力解決。

【事す】
A:比 例関係を利用 して多様な方

法で問題解決ができる。

Cl:表 を続ける (付け足す)方 法

で問題解決をさせる。

C2:表 の横かたてに失印をつけさ

せ比例の性質を想起させながら

問題解決をさせる。

C3:既 習の比例の性質を想起させ,

1つの方法を選択させ問題解決

をさせる。
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さ

ぐ

る

学び合い

0表 にない数をどういう方法で求めたか発表

し合う。
・表の続きを害いての発表。
・倍関係を用いての発義。
'商一定を用いての発表。

O類 題を解く。

・求答とその方法の発表。

学習のまとめ

0本 時の学習のまとめをする。

・どの方法も認めるが,早 く簡

単に解く方法を確詔する。

・必ず倍関係と商一定の両方の

方法で解かせる。

・全員正解することと,2通 り

の解き方を確実に理解させる

ことを目指す。

ふ

か

め

る

1 0

分

適用

O練 智問題を解く。

① 基本問題 (1問 )
・ 問 題解決の方法を2通 り記入する。

② 応用問題コース

ア 変 化する2量 が整数の表

イ 文 章問題

・基本問題は全員正解を目指

す。(採点は指導者が行う)

。応用問題コースは2種 類用意

し (色別)順 番に取り組ませ

る。

(採点は児童が行う。)

ま

と

め

る

　

５

今

7 ポ 時の学智の確認  i

O本 時の学習をお、りかえる。(学習感想)

B 次 時の学習内容の確認
iO次 時の学督内容を知ると
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「上ヒ 例」
名前 (

課習《学 題》

水を入れる時間 回 (分)

水の深さ   0(cm)
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〔ま と  め 〕

』え

はり金の長さ□ 〔m) 2 4 6 8 1 0 1 2

はり金の重さ0(g) 1 3 3 6 5 4 7 2 9 0 108

はり金の長さ□ (m) 2 4 6 8 1 0 1 2

はり金の重さ0(g) 打 8 3 6 5 4 フ 2 9 0 108
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練習問題 f比 例」

名前 (

0 2つ の量は比例 しています。Oが 7 2kgの とき回は何‖ルでしょう。

回の量 (1,) 3 6 9 1 2

Oの 量 (kg) 1 2 2 4 3 6 4 8

田 答 えを比例の表の横の見方と,た ての見方の両方で求めましょう。

答えを求めたら考え方を書きましょう。

【比例の表の機の見方】

【比例の表のたての見方】

回の量 (協) 3 6 9 1 2

Oの 量 (kg) 1 2 2 4 3 6 4 8

回の量 (‖,) 3 6 9 1 2

Oの 量 (kg) 1 2 2 4 3 6 4 8
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チャレシジョ■ス
rflテ
「比例」

名前 (

0 2つ の量は比例していますと表のあいているところに数を書きましよう。
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チャレンジヨース 「比例」

名前 (               )

【第1問】lmで 25円 のリボンがあります。このリボン12mの 値段は何
円ですか。

比例の表を完成させ,比 例の性質を使つて求めましょう。。

リボンの長さ□ (m) 1 2

リポンの値段0(円 )

【第2問】 同じ大きさで同じ三さの紙が450枚 あります。その重きは
126gで す。この経 1枚の重さは何gですか。
比例の表を完成させ,「比例の性質を使つて求めましょう。

紙の枚数  回 (枚)

紙の重さ  O(宮 )

【第3問】1分間で 2.5km走 る電車があります。8時間では何 km進 みま
すか。
比例の表を書いて,比 例の
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